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最新事例：産業・流通ソリューション 株式会社バッファロー

製品開発における業務・体制改革とPDMシステム刷新を検討
　インターネットや家電製品を快適に活用するための多様な関連製品を開発・販売し
ているバッファロー。「デジタルライフ、もっと快適に」というコーポレートステートメントに
基づき、USBメモリーやハードディスク装置といった製品をグローバルに提供している。
　バッファローが、製品開発業務の効率向上に着手したのは2011年8月である。同社に
は基本構成が同じで、仕向け地、色や容量などが異なる派生製品が多い。当時は派生
製品についても個別にBOMを構成していたため、BOMの管理といった開発付帯業務
が煩雑になりがちだった。BOMを管理するPDMシステムも、多数の追加開発によって
複雑化し、いくつかの課題が生まれていたという。バッファローは、業務・体制の改革と、
PDMシステムの刷新によって、開発付帯業務の負荷を大幅に軽減したいと考えた。

Windchillを採用し、パートナーに導入実績世界一のNSSOLを選択
　バッファローは、派生製品のBOMを統合管理する、海外の生産協力会社が導入して
おり連携しやすい─などの要件に基づき、新PDMシステムにパッケージソフトの「PTC 
Windchill」（以下、Windchill）を採用。同製品の導入実績が世界ナンバーワンの新日
鉄住金ソリューションズ（以下、NSSOL）をITパートナーに選択した。Windchillでは、派
生製品を含む製品シリーズ全体を一つのSuper BOMに統合して効率よく管理できる。
　Windchillの導入プロジェクトは2012年5月に開始された。メンテナンスおよびバー
ジョンアップの容易さやシステムの安定性確保を重視し、できるだけ標準機能を活用し
て業務を行う方針を採用。機能一覧ベースで97％と高い標準機能適用率を実現しな
がら、2013年5月に導入を完了させている。

開発者の負荷が約3分の1になり、本来の開発業務に集中
　成果は大きい。BOMの管理といった開発付帯業務を開発者から切り離して専門部
署がまとめて実施する、派生製品に関しては専門部署が企画立案からBOMの構成・
管理までのすべてを実施する─といった業務・体制の改革と合わせて、開発者の付
帯業務の工数は以前の約3分の1に軽減され、新たな製品シリーズの開発といった本来
の開発業務に専念できるようになった。専門部署担当者の作業負荷は、以前の体制に
おける同様な業務の担当者に比べて増えたが、Windchillの豊富な機能やWindchill
の利用者に対するトレーニングなどによって想定した工数の半分に抑えられている。
　今後は専門部署の担当者のWindchillに対する習熟度をさらに高めながら、生産協
力会社との連携などによる開発スピードの向上に取り組んでいく。

　バッファローがPDMシステムを刷
新した背景は、開発付帯業務が増大し
て現場の負担になっていたことだ。
　戦略情報システム部 情報技術課長
の八田益充氏は「当社の製品には、仕
向け地、色や容量といった細かい仕様
が異なる派生製品が多いという特徴
があります。以前、当社の開発者はそ
うした派生製品と完全な新製品の両
方を担当していました。また、派生製
品についても個別にBOMを構成して
いたため、製品バリエーションの増加
に伴って、新規開発といった本来の業
務に時間をあまり割くことができなく
なっていました」と振り返る。
　同社は2011年8月から、開発関連業
務・体制の改革とPDMシステムの刷
新を検討。新たなP DMシステムに
Windchillを採用するとともに、導入
を 支 援 する I T パートナーとして
Windchillに関する導入実績が世界ナ
ンバーワンのNSSOLを選ぶ。
　導入に当たっては、Windchillの標
準機能をほとんどそのまま利用した。
　戦略情報システム部 情報技術課 シ
ステム3係の白井覚氏は「従来のPDM
システムでは、利用者である開発者の
使いやすさに主眼をおいて、多数の追
加開発を行いましたが、システムが複
雑になり、メンテナンスやバージョン
アップが困難になると同時にシステム
の安定性が低下するといった課題が
ありました。運用面でも利用者が
BOMの構成ルールを自由に決められ
たため、担当者ごとの違いを生産管理
部門で吸収するといった対応が必要
でした。今回はそれらの課題を踏まえ
て方針を転換しました」と語る。
　NSSOLは、あるべき業務・体制と、
Windchillの機能との適合性を調査。

重要性の高い部分では開発を行った。
　八田氏はNSSOLの働きぶりについ
て「あれもやりたい、これもやりたい
と要望が膨らんで脱線しがちなところ
を、NSSOLがきちんと整理してくれま
した。多数の成果物の管理についても、
NSSOLのプロジェクトマネージャに
細かく支援してもらい、大変助かりま
した」と評価する。

業務・体制の改革と合わせて
付帯業務の工数を約3分の1に軽減

　成果は大きい。業務・体制の改革と
PDMシステムの刷新によって、開発者
の付帯業務負荷を減らすという最大
の目的を達成した以外にも、様々な成
果が得られている。
　白井氏は「パッケージソフトの機能

をそのまま使う場合、利用者には操作
の習熟が求められますが、システムの
安定動作が期待通り実現したことで、
成功だったと感じています。また、パッ
ケージの機能によってBOMの構成
ルールが社内全体で統一されました。
それにより最新版のデータを利用する
ことが徹底され、データの正確さや整
合性が高まっています」と述べる。
　八田氏は「製品バリエーションは
年々増加しています。Windchillを導
入していなかったら、開発業務は効率
低下を余儀なくされていたでしょう。
今後は生産協力会社との情報連携な
どによって、製品開発のスピードアッ
プに取り組みます。乗り越えるべきハー
ドルは高いのですが、NSSOLにはシ
ステム開発に関する知見が多数ありま
す。我々の製品開発に役立つ知見も多
いと思いますので、これからも支援を
お願いしたいと考えています」と語る。

製品開発の業務効率向上へ
業務・体制とPDMシステムを刷新
PTC Windchillを活用して製品シリーズのSuper BOMを管理
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オプションプールから、製品シリー
ズで使用するオプションの組み合
わせ（オプションセット）を生成

バリエーション展
開により、バリエー
ション部品を生成

■バッファローが導入したWindchillによるSuper BOMの概要

株式会社バッファロー
本社：愛知県名古屋市中区大須3-30-20
設立：1978年
資本金：3億2000万円
売上高：929億円（2013年3月期）
従業員数：509名（2013年3月末現在）

株式会社バッファロー
戦略情報システム部
情報技術課長

八田 益充氏

株式会社バッファロー
戦略情報システム部
情報技術課
システム3係

白井 覚氏

ソリューション背景 成果
業務・体制の改革と合わせて、開発者
の付帯業務の工数が従来の約3分の
1に軽減され、本来の開発業務に専念
できるようになった。今後は、生産協力
会社との情報連携などによる開発の
スピードアップに取り組む。

新PDMシステムに、製品シリーズのバリ
エーションを統合管理するSuper BOM
が構成可能なパッケージソフト「PTC 
Windchill」を採用。同製品の導入実績
が世界ナンバーワンの新日鉄住金ソ
リューションズをパートナーに選択する。

製品バリエーションの増加で開発者の
業務負荷が増えたため、抜本的な効率
向上に取り組んだ。業務・体制の改革
とPDM（製品情報管理）システムの刷
新により、BOM（部品表）の管理といっ
た付帯業務の負荷軽減を目指した。

■コアテクノロジー
Option&Variant（Super BOM）、MPMLink（M-BOM管理）

■システム概要
●サーバー：仮想化環境
●データベース：Microsoft SQL Server
●アプリケーション：PTC Windchill 10.1（M020）
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